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１．2007 年 11 月、東京外大 AA 言語文化研究所訪問、尹紹亭客員教授と初めて懇談。 

２．中国雲南省・民族文化生態村 Project …雲南大学民族研究院教授の尹紹亭さん主導。 

３．民族文化生態村とは、以下の5 箇所である。その活動は、尹紹亭編「民族文化生態村―雲南試点報告」

として、2002 年に報告されている。 

・玉渓市新平県腰街鎮南碱村…花腰タイ族    ・文山州丘北県仙人洞村…彝（イ）族 

・昆明市石林県月湖村…彝族          ・保山市騰沖県和順郷…漢族 

・西双版納州景洪市巴カ村・基諾族 

  ５つの村では1998 年以来、村人と徹底的な討論を行い村人の自発的な発想を引き出すことを始めた。

環境と文化伝統を生かし、継承し、発展に有効で必要な課題を一つ一つ洗い出し、その実施を村人の

主体性に任せる方法をとり、次のような活動を行ってきた。 

ア．生活環境の改善：民居・村の道路・水道・水路・トイレの改築、バイオガス装置の各戸設置 

イ．文化伝習館の建設と展示 

ウ．伝統の創造的復活：歌舞、紡織、刺繍、楽器の製作、対歌の復活 

エ．伝統宗教儀式の再生と神々の雄渾な表象の石像製作 

オ．植樹、植竹、水田改良、新作物の導入 

  その結果、村の住環境や経済の進展に目に見える効果が現れ、地域発展の新たなあり方として、 

中国（雲南省、党中央の委員会など）で注目を集めている、という。 

 

４．2007 年、シーサンパンナ～景東～大理～保山市～騰沖城址～恵通橋～松山(拉孟)戦址～龍陵～瑞麗 

５．2008 年、昆明～新平県・花腰タイ族文化生態村～山上に住む苗族の葬儀～元陽県の棚田～文山州丘北県 

仙人洞村・彝(イ)族文化生態村 

６．2009 年、昆明～元陽県(棚田)～金平県(タイ族)～河口県～石林県月湖村(彝族文化生態村)、ｳﾞｪﾄﾅﾑ国境。 

７．2010 年、昆明～大理～麗江～香格里(シャングリラ)～大理古城～昆明。石鐘山の観音信仰、茶馬古鎮。 

８．2011 年、昆明～保山～騰沖～梁河～盁江～隴川～瑞麗～芒市～龍陵～保山～巍山（南紹古楽）～昆明 

 

９．雲南のタイ族とタイ文化圏 

10．少数民族の婚姻…松賛林寺を遠望しつつチベット族の婚姻論議あり、中国法制研究会発足の端緒となる。 

11．今次大戦中の雲南の戦い … 援蒋ルート遮断、サルウィン河に架かる恵通橋、松山(拉孟)戦址、 

保山市博物館展示で見た彼我の将兵の死傷の状況。保山市は、空爆による死者５～６万人という。 

12．その他 

 ・ 2012 年秋の予定・・・雲南省南部/ 西双版納タイ族自治州、普洱市地区。茶馬古道と易武などの茶

馬古鎮、茶樹王、茶関連施設視察。雲南農業大学等訪問（未確定）、学生院生と交流。 

―了― 


